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飯山市消防団員の処遇等検討委員会次第 

 

日 時 令和 4年 8月 30 日（火）15 時 30 分～ 

                       場 所 飯山市役所４階第４委員会室  

１ 開 会 

 

２ 市長あいさつ 

 

３ 委嘱書交付 

 

４ 自己紹介 

 

５ 正副委員長の選出 

 

    委員長           、副委員長            

 

６ 会議事項 

 （１）具体的な検討事項及びスケジュールについて（資料１） 

 

 

 

 （２）国の方針及び飯山市消防団の現況について（参考資料 P1～21、資料２） 

 

 

 

（３）近隣市町村の改善状況について（資料３） 

 

 

 

（４）意見交換 

 

 

 

７ その他 

  次回の会議日程 

   日時：  月  日（ ）  時  分～ 

   場所：市役所４階 

   内容：団員報酬、出動手当（個人支払い含む） 等 

 

８ 閉 会 



飯山市消防団員の処遇等検討委員会設置要綱 

 

（設置） 

第１条 消防団員数が減少していることや、災害が多発化・激甚化する中、消防団員の負

担が増加していることを踏まえ、消防団員の報酬等の基準など処遇改善等を検討し、消防

団員数を確保することを目的に、飯山市消防団員の処遇等検討委員会（以下「検討委員会」

という。）を設置する。 

 

（任務） 

第２条 検討委員会は、次に掲げる事項について検討し、検討結果を市へ報告するもの

とする。 

⑴ 消防団員の報酬及び出動報酬に関すること 

 ⑵ 消防団員定数及び組織に関すること 

 ⑶ 機能別消防団員の導入に関すること 

 ⑷ 消防団行事、訓練や区等行事への協力に関すること 

 ⑸ その他市長が必要と認める事項 

 

（組織） 

第３条 検討委員会は、１４人以内の委員をもって組織する。 

２ 検討委員会の委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。 

⑴ 有識者 

⑵ 市内公共的団体等から選出された者 

⑶ その他市長が必要と認める者 

 

（任期） 

第４条 委員の任期は、委嘱の日から令和 5年 3月 31 日までとする。 

２ 委員が欠けたときの補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

（会長及び副会長） 

第５条 検討委員会に委員長及び副委員長を置き、委員の互選によりこれを決定する。 

２ 委員長は、検討委員会を代表し、会務を総理する。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、その職務を代理する。 

 

（会議） 

第６条 検討委員会の会議（以下「会議」という。）は、委員長が招集し、その議長と

なる。 

２ 議長が必要と認めるときは、委員以外の者に会議への出席を求め、その意見若しく

は説明を聴き、又は必要な資料の提出を求めることができる。 



（秘密の保持） 

第７条 委員会に出席し、又は関係した者は、職務上知り得た秘密を他に漏らしてはい 

けない。 

 

（報酬） 

第８条 委員の報酬は、特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条例

（昭和 43年条例第 39号）の規定に準拠し、予算の範囲内において報酬を支払う。 

 

（庶務） 

第９条 検討委員会の庶務は、総務部危機管理防災課において処理する。 

 

（その他） 

第 10 条 この要綱に定めるもののほか、検討委員会の運営に関し必要な事項は、議長が

会議に諮って定める。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、令和４年８月３０日から施行する。 

 

（経過措置） 

２ この要綱の施行の日以後、最初に開かれる会議は、第６条第１項の規定にかかわら

ず、市長が招集する。 

 



役職 選出団体等 氏　名 備考

1 委員 有識者　（前消防長） 中原　則雄

2 委員 飯山市区長会協議会長 稲生　孝 住民代表

3 委員 〃　副会長 清水　信一 住民代表

4 委員 〃　副会長 森　義彦 住民代表

5 委員 退団団員の妻 徳永　由美子 女性代表

6 委員 現役消防団員の妻 浅野　真紀 女性代表

7 委員 飯山商工会議所事務局長 南沢　忠 事業所代表

8 委員 飯山市建設業協会防災部会長 江口　秀行 事業所代表

9 委員 飯山市消防団長 出澤　重樹 消防団代表

10 委員 〃　副団長 梅澤　和志 消防団代表

11 委員 〃　副団長 清水　伸和 消防団代表

12 委員 〃　本部部長 中村　周一 消防団代表

13 委員 岳北消防本部消防長 本山　栄二 行政

14 委員 飯山市総務部長 鈴木　靖史 行政

事務局 飯山市危機管理防災課

飯山市消防団員の処遇等検討委員会　名簿

（順不同・敬称略）



飯山市消防団員の処遇等検討委員会 

 

1、概要 

 消防団員数が減少していることや災害が多発化・激甚化する中、消防団員の負担

が増加していることを踏まえ、消防団員数を確保することを目的に消防団員の報酬

等の基準など処遇改善等を関係する方々により多角的に検討を行い、あり方をまと

め、年内に市へ報告する。 

 

２、主な検討の内容 

 ⑴ 消防団員の年額報酬及び出動手当の額、支払い方法 

 ⑵ 消防団員定数の見直し及び組織編成 

 ⑶ 機能別消防団員の導入 

 ⑷ 消防団行事、訓練や区等行事への協力 

 ⑸ その他必要な事項 

 ・消防車両運転にかかる体制整備（自動車免許ＡＴ限定解除等費用支援） 

 ・消防団員に対する安全装備品等の充実 

 

 

資料１ 







検討スケジュール 
                                               （R5） 

会議 内容 
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第 1 回 

・委嘱書交付 

・具体的な検討事項及びスケジュール 

・国方針、飯山市現状 

・他市等の改善状況 

・意見交換 

  ●                         

第 2 回 
・団員報酬、出動手当 

（個人支払い含む） 
    ●                       

第 3 回 
・消防団員定数、組織編成、機能別消

防団員の導入 
       ●                    

第 4 回 

・消防団行事、訓練や区等行事への 

協力 

・消防車両運転にかかる体制整備 

・消防団に対する安全装備品等の充実 

         ●                  

第 5 回 
・検討委員会報告書（案） 

・市へ報告 
           ●                

市 

・方針（案）住民意見聴取 

・上記踏まえ、市方針決定 
               ●            

・条例改正                        ●    

・施行                         ●   

 



飯山市消防団の現況について

〇9分団（飯山市消防団規則） 定員850人（飯山市条例 平成22年3月定員最終改正）
〇令和4年4月現在団員数724人（平均年齢36.1歳） 充足率（実団員数/定員×100）85.1%
〇新入団員の減少や市外勤務及び市外居住団員の増加等、団員確保が課題
〇年額報酬及び出動手当 階級団員11,500円（R4.4.1現在 階級団員490人） 防災出動手当１件1,500円 訓練等手当1件1,000円
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②実員数と平均年齢の推移 各年4月1日現在

団実員 平均年齢

394人, 52%

248人, 33%

34人, 5%

49人, 6%
33人, 4%

③居住・勤務地状況調査 令和2年5月現在

居住・勤務（市内） 居住（市内）、勤務（市外）
勤務（市内）、居住（市外） 居住・勤務（市外）
不明

※282人（全体の38%）が市外勤務及び市外居住

人 歳

①条例定員の変遷

平成7年3月
→

平成10年6月
→

平成22年3月

1,150人→980人 980人→960人 960人→850人

資料２



近隣市町村改善状況（R4.4月現在）
飯山市 中野市 木島平村 野沢温泉村 栄村 山ノ内町

・R5年度改正予定 ・直近の改正なし
・その他条例定数等変更なし ・機能別消防団員あり

・機能別消防団員あり
消防団年額報酬及び出動手当等一覧（R4.4月現在）

職名 報酬額 単位 職名 報酬額 単位 職名 報酬額 単位 職名 報酬額 単位 職名 報酬額 単位 職名 報酬額 単位
団長 199,600 年 団長 195,000 年 団長 200,000 年 団長 200,400 年 団長 200,000 年 団長 200,600 年
副団長 142,000 年 副団長 151,000 年 副団長 131,000 年 副団長 139,200 年 副団長 130,000 年 副団長 129,000 年
分団長 133,200 年 分団長 115,000 年 分団長 113,000 年 分団長 110,400 年 分団長 114,000 年 分団長 72,200 年
副分団長 51,500 年 副分団長 73,500 年 副分団長 93,000 年 副分団長 84,000 年 副分団長 年 副分団長 52,100 年
ラッパ長 72,400 年 ラッパ長 年 ラッパ長 113,000 年 ラッパ長 110,400 年 ラッパ長 年 ラッパ長 年
副ラッパ長 階級に準じる 年 副ラッパ長 年 副ラッパ長 93,000 年 副ラッパ長 84,000 年 副ラッパ長 年 副ラッパ長 年
本部長 133,200 年 本部長 年 本部長 36,200 年 本部長 36,600 年 本部長 60,000 年 本部長 年
本部班長 年 本部班長 年 本部班長 36,200 年 本部班長 36,600 年 本部班長 年 本部班長 年
消防主任 年 消防主任 年 消防主任 36,200 年 消防主任 年 消防主任 60,000 年 消防主任 年
部長 36,200 年 部長 45,500 年 部長① 54,000 年 部長 年 部長① 60,000 年 部長 45,400 年
副部長 年 副部長 年 副部長② 43,000 年 副部長 年 副部長 年 副部長 年
地区班長 24,800 年 地区班長 28,800 年 地区班長③ 40,000 年 地区班長 36,600 年 地区班長② 34,000 年 地区班長 25,000 年
平団員 11,500 年 平団員 20,400 年 平団員④ 36,500 年 平団員 28,200 年 平団員③ 20,000 年 平団員 20,000 年
ラッパ手 15,800 年 ラッパ手 年 ラッパ手 年 ラッパ手 年 ラッパ手 年 ラッパ手 年
救護員 15,800 年 救護員 年 救護員 年 救護員 年 救護員 年 救護員 年
機関員 15,800 年 機関員 年 機関員 年 機関員 年 機関員 年 機関員 年
自動車班長 24,800 年 自動車班長 28,800 年 自動車班長 年 自動車班長 36,600 年 自動車班長② 34,000 年 自動車班長 25,000 年
自動車搭乗員 年 自動車搭乗員 年 自動車搭乗員 年 自動車搭乗員 年 自動車搭乗員 年 自動車搭乗員 年
積載車班長 24,800 年 積載車班長 年 積載車班長 年 積載車班長 36,600 年 積載車班長② 34,000 年 積載車班長 25,000 年
積載車搭乗員 年 積載車搭乗員 年 積載車搭乗員 年 積載車搭乗員 年 積載車搭乗員 年 積載車搭乗員 年
自動車特殊手当 年 自動車特殊手当 年 自動車特殊手当 年 自動車特殊手当 年 自動車特殊手当 年 自動車特殊手当 年
積載車特殊手当 年 積載車特殊手当 年 積載車特殊手当 年 積載車特殊手当 年 積載車特殊手当 年 積載車特殊手当 年
災害出動手当 1,500 回 災害出動手当 1,100 回 災害出動手当⑤ 8,000 日 災害出動手当 1,200 回 災害出動手当④ 2,400 回 災害出動手当 1,200 回
訓練手当 1,000 回 訓練手当 550 回 訓練手当 1,800 回 訓練手当 1,100 回 訓練手当④ 2,400 回 訓練手当 1,200 回
※1日（1件）1,500円 ※出動は4時間ごとに1,100円 ※出動は4時間未満は4,000円 機能別団員 14,100 年 ※災害出動手当は4時間未満 機能別団員 10,000 年

※訓練は2時間ごとに550円  2時間未満は2,000円 4h～5h 3,800
①36,200→ 54,000 5h～6h 5,200
②24,800→ 43,000 6h～7h 6,600
③17,600→ 40,000 7h～ 8,000
④12,400→ 36,500 ①38,000→ 60,000
⑤1,200→ 上記 ②24,000→ 34,000

③14,000→ 20,000
④1,800→ 上記

・R3.4.1～ 式典（観閲式、出初め式、防
火パレード）、ポンプ操法大会廃止

・R4.4.1～ 年額報酬及び出動手当改正 ・R4.4.1～ 年額報酬・出動手当
改正、条例定数240人→160人、
ポンプ操法大会廃止

資料３


